
 

 

 

 

 

 

◇全国・石川県学力調査結果のお知らせ◇   

教科別正答率の県平均等との比較       すべての教科で県平均５Ｐ以上上回る 

 

６

年 

全国学力・学習状況調査 石川県基礎学力調査 

国語 算数 理科 社会 英語 

     

  

 

 

全国学力・学習状況調査及び県基礎学力調査の結果が公表されました。本校の結果を示

しました。結果を受けて、学力調査の趣旨に沿って授業改善や基礎学力向上に努めていき

ます。４年生・６年生共に、県平均を大きく上回る結果となりました。継続して学力の向

上に努めます。下表は本調査結果から見られた粟ノ保っ子の課題です（分析の主な点） 

 ２学期以降、全学年を対象にして授業に活かして参ります。 

現状 課題 

国語◆条件を理解し、その条件をすべて満たした文章を書

けるようにするためのスキルが不充分である。 

算数◆グラフから分かることを記述で表すことができるよう

にするための読み取りが不充分である。 

理科◆問題や資料の言葉を使って、過不足なく説明するこ

とが不充分である。 

社会◆資料から必要な情報を読み取ることができるように

するための読み取りが不充分である。 

① 資料から読み取ることができたことを、問題や資料

に使われている言葉を使って正確に記述する力が

必要である。また、２つの資料を関連させながら説

明する力も同様である。 

②「誤りを修正する」「要約する」など、様々なパターン

の問われ方に対応することができていない。 

→問いや課題に対する読み取りが弱い。 

③根拠を示して論理的に記述するスキルが身について

いない。 

各学年共通の課題 

・題意をとらえ、条件に合わせて必要な情報や用語を適切に

使いながら、自分の考えたことなどを文章などで表現するこ

とができるようにするための力。 

・基本的な問題を落とす児童もいたため、基礎基本を確実に

身につけさせる。 

記述力向上のための重点と具体的な取組 

・書くときにも話すときにも、「なぜそう思うの？」「本当

にそうなの？」など個人や全員に問い返す。 

・授業や帯タイムの時間を活用し、資料や叙述をもとに

した一人一人解釈の経験を積ませ、互いの意見の根

拠と解釈について考えさせる機会を意図的につくる。 

何より「基礎的基本的な内容の定着」が第一です。帯タイム、粟ノ保暗唱検定、AI ドリルを生

かして子どもたちの学習のベースを引き続き固めていきます。苦手な課題は、学年を下げて分か

るところからやり直す。ＡＩドリルの良さはここにあります。一人一人の主体的な使い方が求められ

ます。今求められている学力は、「題意をとらえ，条件に合わせて必要な情報や用語を適切に使

い，論理的に説明する能力」です。どの教科にあっても、「自分の考えを持つ」ことは必須です。 
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長子配布 

 
ひ  ま  わ り 羽咋市立粟ノ保小学校 

校長 田中 利弘 

 

令和７年度 粟ノ保小学校だより  

スローガン【すべては 子どもたちの 幸せのために】 

令和７年１０月１日 ＮＯ．９ 

 

日  

裏面あります 

調査の目的 
・全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校における児童生徒への教育指

導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 



◇運動会◇９/2７(土) 

秋晴れの中、運動会が開催できました。来賓、地域、保護者の皆様にも粟ノ保っ子の頑張り

を見ていただき感謝致します。全校児童が、力の限り自分の力を発揮し、友だちを応援した

すがすがしい１日でした。午後からの社会体育大会も大変お疲れ様でした。 

来賓や家族から自然な拍手が沸き起こり、「よい運動会」になりました。特に、６年生は競

技の運営や応援合戦のリーダーとして、下級生の指導もあり大変な経験を積みました。来

賓、地域、保護者の皆様、応援どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

◇１０月全校集会：校長の話◇10/1(水) 

１０月に入りました。何をするにもよい季節になりました。「勉強の秋」「スポーツの秋」

です。実りの秋を迎えるためには、「睡眠の大切さ」を話しました。朝の登校の様子を見て

いると、元気よくあいさつできる子と少数ですが眠たそうな子が見られます。原因を推察す

ると、十分な睡眠時間がとれていないのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 Ｒ３経済協力開発機構（OECD）の調査によると、日本人の平均睡眠時間は7時間２2分。 

33カ国中最下位です。睡眠がいかに大切であるかということを話しました。 

 2023年、日本中が沸いたワールドベースボールクラシック（WBC）で活躍した大谷翔平

選手は、パフォーマンスを保つために「睡眠」を何より重視していたそうです。 

日本代表としてともに戦ったヌートバー選手が大谷選手を食事に誘った際、彼が「寝て

る」と返事をして断ったこともニュースになったことも紹介しました。「実りの秋」めざして、ご

家庭でもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

・いなほ担任近藤晶子教諭は、9/27～産前休暇に入りました。 

代替の担任は、倉部千佳先生です。教職員一同、支援していきますのでご理解ご協力

よろしくお願いします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


